
JA西春日井は地元の農業を応援しています。
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2024年7月末日まで実施

詳しくは

こちら

2024年

７月

2025年

1月

１７日（水）

１８日（木）

１４日（水）

１５日（木）

１８日（水）

１９日（木）

２０日（金）

年金相談会無料
●担当者／社会保険労務士

時間／午前９時～正午

８月

９月

年金についての相談や疑問をお持ちの方は、お気軽にご相談ください。

清洲支店

師勝支店

西春支店

新川支店

西枇杷島支店

春日支店

青山支店

１６日（水）

１７日（木）

２０日（水）

２１日（木）

１８日（水）

１９日（木）

１０月

１１月

１2月

清洲支店

師勝支店

西春支店

新川支店

西枇杷島支店

春日支店

１５日（水）

１６日（木）

１９日（水）

２０日（木）

１１日（火）

１２日（水）

２月

３月

清洲支店

師勝支店

西春支店

新川支店

西枇杷島支店

春日支店

※ご予約・お問い合わせは、開催店舗へご連絡ください。 ※事情により中止・変更させていただく場合がございます。

□ ご夫婦の年金手帳・基礎年金番号通知書　　□ 年金証書（すでに受給されている方）

□ 雇用保険被保険者証　　□ 日本年金機構から届いた書類（「ねんきん定期便」など）

開催日程・場所

ご持参いただくもの
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JA西春日井 自己改革の取組

令和5年度 事業報告

地域の農業を支えますほんの小さな行動が

地域の農業を守り育てる

生産者の皆さん

JA西春日井 准組合員広報誌

2024

 vol.5

年金受取とくとく定期

年金を受け取ると
オトクがいっぱい!!

年金受給者専用定期貯金

0.300.30年 %
（税引後 年0.23９％）

ＪＡゆうゆう定積
年金受給者向け定期積金

0.200.20年 %
（税引後 年0.159％）

●自動継続スーパー定期１年もの、元金のみの継続扱いに限ります。●お預け入れ金額は、

１０万円以上１万円単位となります。●お預け入れ時の金利は、満期日まで変わりません。

●初回満期日以降の金利は、継続日当日の店頭表示金利となります。●１年ごとに継続のお

手続きが必要となります。●店頭に説明書をご用意しています。

預入限度額 お一人様３００万円
対象となる方 公的年金の振込を確認できる方

払込金額

対象となる方 公的年金の振込を確認できる方

期間 ： １年

●契約時の約定利回りを満期日まで適用します。●店頭に説明書をご用意しています。

１回あたり１，０００円以上
（原則、お受取りになる１回あたりの年金額の範囲内とします。）

期間 ： １年、２年、３年、４年、５年

JA西春日井で

お

ま
かせ
ください

2024年

4月1日
2025年

3月31日

お取扱期間

アグリマルシェはるひ・グリーン西春日井

農業の守り人

JA西春日井のお店へGo!



　令和6年6月22日、名古屋芸術大学アートスクエアで開催しました第４9回通常総代会において、

令和5年度の事業報告が承認されました。主な内容は以下の通りです。

令和６年３月３１日現在

令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで

(西春日井農業協同組合)

（単位：千円）

(西春日井農業協同組合)

（単位：千円）

※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しており、それぞれの項目合計が合わないことがあります。

※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しており、それぞれの項目合計が合わないことがあります。

ごあいさつ

西春日井農業協同組合

代表理事組合長　丸山 武司

向夏のみぎり、組合員の皆さまにおかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し

上げます。

日頃は、JA事業に格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、令和５年度、国内では新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが５類に

移行され、以後インバウンド効果による経済の回復基調が続きました。一方で不安定

な国際情勢や外国為替市場における円安の進行などを受け、エネルギー・食料価格

は値上げが相次ぎ、わたしたちの暮らしに大きな影響を与えました。

金融業界では日銀によるマイナス金利解除等の政策転換が予想され、国内農業に

おいては輸入原材料の価格上昇による肥料・資材の高止まりが続くという厳しい状況

にありましたが、当JAは組合員の皆さまに支えられ、所期の目標を達成することができ

ました。

令和６年度につきましても、組合員皆さまとの対話を軸に、皆さまからいただいた貴重

なご意見やご要望を真摯に受け止め、ご期待に添えるよう組合運営に生かすとともに、

健全・堅実な事業運営に努めてまいります。

管内の農業を維持・継承していくためには、当JAが「地域農業の応援団」と位置づ

ける准組合員の皆さまのお力添えが不可欠となってまいります。

今後とも、当JAの産直施設「アグリマルシェはるひ」や営農購買店舗「グリーン西春

日井」を積極的にご利用いただき、地元農産物の地産地消並びに地域農業の振興に

ご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

令和5年度 事業報告

１．信用事業資産

２．共済事業資産

３．経済事業資産

４．雑資産

５．固定資産

６．外部出資

７．前払年金費用

８．繰延税金資産

１．事業総利益 

　信用事業総利益 

　共済事業総利益 

　購買事業総利益 

　販売事業総利益 

　不動産事業総利益 

　利用事業総利益 

　その他事業総利益 

　指導事業収支差額 

２．事業管理費 

　事業利益 

３．事業外収益 

４．事業外費用 

　経常利益 

５．特別利益 

６．特別損失 

　税引前当期利益 

　法人税等合計 

　当期剰余金 

１．信用事業負債

２．共済事業負債

３．経済事業負債

４．雑負債

５．諸引当金

１．組合員資本

２．評価・換算差額等

239,989,477 
5,928 
72,436 
153,604 
2,569,579 
7,037,125 
15,663 
63,002 

249,906,818 

221,809,363
311,850
23,884
413,908
117,340

222,676,348

1,740,861
1,255,914
388,713
28,991
21,797
51,617
9,196
862

△ 16,231
1,189,856
551,004
130,856
15,268
666,592
2,933
37,256
632,269
174,218
458,051

27,251,318
△ 20,849
27,230,469
249,906,818

科　目 金　額

金　　　　　額

科　目

科　　　　　目

負債の部合計

資産の部合計

金　額

（資産の部） （負債の部）

（純資産の部）

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計
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もっと もっと農業! JA!

ほんの小さな行動が

支えます!

を

応援
の形は様

！々

意見交換会 収穫体験 料理教室

常勤役員・職員との意見交換の様子 収穫体験の様子 調理の様子

産直出張販売を体験する様子

ＪＡ西春日井では、平成２９年に策定した「ＪＡ西春日井農業ビジョン」の実現に向けて、

農業者・農地・生産・販売支援の個別ビジョンを設定し、自己改革を進めています。

新規就農者の確保と多様な担い手に対

する育成・支援に取り組みます。

農産物の品質向上と販路の確保・産直施設の

充実を図り地産地消の促進に取り組みます。

行政と連携し、都市農地を「食」と「農業体験」と「環

境」を通して農地の保全・有効活用に取り組みます。

アグリスクールの開講 第7期

１２人参加／全２０回実施（実習・講義）

各種講習会の開催
栽培・農業用資材等／９回実施

産直部会への栽培指導
春夏野菜１回、秋冬野菜１回、果樹２回

農業・営農支援対策
肥料、農機具購入助成

レンタル農機利用実績
・１１２件(３月末時点)

農地・営農相談室の運用
農地相談２２件、営農相談２００件（３月末時点）

収穫体験会の実施
ジャガイモ／１１６人参加、サトイモ／８７人参加

農産物コンクールの開催
アグリマルシェはるひ隣営農倉庫にて実施／応募総数２１１点

産直施設の充実・売り出し
イベントの定期開催
産直部会員17９人（３月末時点）

６次産業化商品の新規企画・販売
ポンせん（信長米使用）

土壌診断の活用
１９３点（３月末時点）

稲作農家支援
カントリーエレベーター

 乾燥調製料の割引実施

農業応援定期貯金
キャンペーンの実施
産直店舗・営農購買店舗の利用促進

契約出荷の取組
ホウレンソウ、エダマメ、パセリ、ブロッコリー

産直施設こども店長体験イベント実施
アグリマルシェはるひ／６人参加

教育機関の食育活動サポート
稲作実習２校、イチジク農家見学１校、トウモロコシ収穫体験１園

アグリスクールを通じて産直会員の育成に努めました

農業体験等を行い管内小学校・幼稚園の食育活動をサポートしました

ＪＡ西春日井管内産の信長米を使った「ポンせん」を企

画・販売しました。醤油風味で食感もよく、幅広い年代

の方に食べていただけることから、産直施設だけでなく

出張販売などでも人気の商品です

ＪＡ西春日井管内では、農業従事者の高齢化や後継者

不足、また農地の宅地化などによって、農業規模が年々縮

小傾向にあります。

地域の大切な財産でもある農業をこの先も維持・継承

していくためには、地産地消の拡大や地域農業への理解

醸成を図るうえで准組合員の皆さまのお力添えが必要不

可欠です。

そうしたなか、農家所得の向上・都市農業の持続的発

展に向けた自己改革の取組の一環として、昨年度開催し

たＪＡ役職員との意見交換会等では、准組合員の皆さまか

ら地域農業やＪＡ事業に対する貴重なご意見を多数いた

だきました。

ＪＡ西春日井は、組合員皆さまからいただいたご意見・ご

要望を精査し、今後の事業運営に生かしてまいります。

支店で開催した産直出張販売を体験して

いただきました。その後、支店会議室に場所

を移し、常勤役員をはじめ本部及び支店の

職員と共に、テーマに沿って意見を交わしま

した。

地域農業への理解醸成と地産地消の促進

を目的として、北名古屋市の畑でサトイモ・ニ

ンジンなどの収穫体験会を実施しました。

体験終了後には、アンケートにご協力いた

だき、ＪＡの取組に関してご意見をうかがいま

した。

地元農産物のＰＲ

と消費拡大を目的

に、地域特産野菜

のホウレンソウを素

材に使った料理教室を実施しました。

調理に先立ち、丸山組合長が日頃の感謝

と更なる理解・協力を呼びかけてあいさつし、

担当職員が料理教室開催の主旨と自己改革

の取組状況について説明しました。

調理・試食後は収穫体験と同様、アンケー

トにご協力いただきました。

・産直出張販売を体験した感想について

・普段、情報を得ている媒体について

・地域農業振興に向けたイベントについて

・産直施設「アグリマルシェはるひ」について

・ＪＡの情報発信について

テーマ

・自己改革の認知度

・ＪＡの情報発信について

・アグリマルシェはるひの利用の有無

・参加したいイベントについて

・ＪＡに期待すること

アンケートの主な内容

・ツナとホウレンソウのドライカレー

・ホウレンソウとエビのグラタン　他

調理メニュー

管内で生産された

ホウレンソウ

令和５年度

JA西春日井
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